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デジタルヘルス｜デジタルヘルスの実態｜企業事例（医療機器②）

ten3T Healthcareウェアラブルデバイスを開発するスタートアップである

企業名 ten3T healthcare

設立 2014年

所在地 バンガロール

調達資金総額
非公開（計2ラウンド／直近では2019年4月にシード
ラウンドを実施）

Webサイト https://ten3thealth.com/about/

事業概要

• ten3Tは心電図、脈拍、酸素飽和度（SpO2）、呼
吸速度、体温などのバイタルデータを取得する
ための複数のセンサを備えたウェアラブルデバ
イスを開発している

• 上記の情報は全てリアルタイムで分析され、顧
客に対してレポーティングが行われる
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ビジネスモデル
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基本情報 主要な投資家

ビジネスモデル

ten3Tのビジネスモデル:
1. 同社は現在製品の部品調達及び製造を自社で行って

いるが、事業規模が拡大した段階で製造をアウトソー
スする予定である。

2. 将来的には、ウェアラブルデバイスをユーザーに貸し
出し、従量課金によって料金を徴収するモデルを採用
する予定である。

（出所）ten3T Healthcare社ホームページ
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